
 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

発行責任者 2026／９／６ 

№10 野中 広俊 

【第８回口頭弁論 報告集会】 
９月３日、口頭弁論終了後に報告集会を開催しリモート会場を含め、全国から多くの仲間が結集しました。 

 

【

世間に真実を訴える大変さや、仲間に支えられている事を実感出来た

次回、第９回口頭答弁は１１月５日です！ 

 

◎第８回口頭弁論の主な特徴点 

〇救釈明を求めていた管理者Ｂの状況報告書が 1 枚のみ提出。 

 ⇒私たちから管理者Ｂや（暴行事件の場に一緒にいた）管理者Ｃのヒヤリング記録を提出する 

ように求めた。 

⇒会社側は「ヒヤリングした書面は作成できていない」と答える。 

 ⇒裁判官からも、ヒヤリングした結果の報告書を提出するよう求めた。 

〇今後の口頭弁論では証人尋問が行われることから、Ａさんに処分を出した会社責任者への証人

尋問を求めた。   

⇒会社側は「会社組織として判断した」として会社責任者を証人尋問に出す必要ない回答。 

⇒裁判官から、処分を出した経緯が分かる責任者を尋問に出てもらうよう求めた。 

〇今後の口頭弁論の流れ 

 第９回口頭弁論では証人尋問対象者の確定⇒第１０回口頭弁論から証人尋問を行う（予定） 

 


